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語・文化篇）Vol. 24 No. 2
2） 鈴木啓司2011，「新たなる認識論理の構築6　―認識論的に見た数体系の再解釈―」，名古屋学院大学論集




Vol. 25 No. 1
6） 前掲論文「新たなる認識論理の構築9」，論集p. 200
7） 前掲論文「新たなる認識論理の構築6」
8） 前掲論文「新たなる認識論理の構築9」
9） 前掲論文「新たなる認識論理の構築6」，論集p. 61
10） 鈴木啓司2014，「新たなる認識論理の構築11　―主観を形式化する―」，名古屋学院大学論集（人文・自
然科学篇）Vol. 51 No.1
11） 脳のデジタル的知覚ということで一言すると，筆者は，ウェーバー－フェヒナーの法則を思い出す。こ
れは感覚刺激の識別に関する法則で，ごく簡単にいうと，連続的に変化する感覚刺激に対して，主観的
識別はある一定の範囲で同じというものである。すなわち，刺激の変化を感じ取るのは飛び飛びにとい
うことである。これは音量，光量，圧力などに関わる多くの感覚で中程度の刺激に対し成立する法則で
ある。なるほど，連続的変化をすべて感じ取っていたのでは，脳は疲弊してしまうであろう。しかし，
その刺激を受け取っているのは，脳を含めた連続的な身体なのである。
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